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注意：　解答は答案用紙の表がわに収めること．答えだけでよい．

問 1 ．　 5 個の 3 次元ベクトル
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⎞⎟⎠, について，

以下の問に答えよ．

i) この 5 個のベクトルのうちで 1 次独立という条件を満たす中で一番個数の多い組み合わせ

を一組選べ．答案用紙は答（選んだベクトルたち）だけを書け．

ii) 上で選んだベクトルが生成する線形空間（R3 の部分空間）の R3 における直交補空間の基

底を求めよ．答案用紙は答だけを書け．

iii) ベクトル
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⎞⎟⎠が生成する線形空間への正射影を求めよ．答案用紙は答だけ

を書け．

iv) 初の5個のベクトルを与えられた順に横に並べてできる3行5列の行列をA，fA(−→x ) = A−→x
によって定まる線形写像を fA : R5 → R3 とおく．このとき fAの像 ImfAの基底になるよう

に 初の 5個の中からベクトルの組を選べ．答案用紙は答（選んだベクトル）だけを書け．

問 2 ．　 3次正方行列A =
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⎞⎟⎟⎟⎟⎟⎟⎠ について以下の問に答えよ．

i) Aが対称行列になるように空欄を埋めよ．答案用紙には行列A全体を書け．

ii) Aの固有多項式 φ(t) = |t E − A|を計算せよ．（Eは単位行列．）答案用紙は展開しきった形

の答だけを書け．

iii) Aの固有値を全て求めよ．

iv) Aの各固有値に対応する規格化された固有ベクトルを全て求めよ．答案用紙は，固有値と

その固有ベクトル，という組み合わせを全ての固有値について書け．

v) tOAO =

⎛⎜⎝ d1 0 0

0 d2 0

0 0 d3

⎞⎟⎠ となる実直交行列Oを求めよ．ただし，右辺は固有値の絶対値

が大きい順に並ぶ (|d1| = |d2| = |d3|)ようにOを定めよ．答案用紙には行列Oだけを書け．
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問 1 (40=10*4)．　
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別解．問題文の
−→
0 以外の 4 個のベクトルはそれぞれ 3 つの成分が x = 2y − 3z = 5 を満た

すので，生成する空間は平面 0 = x− 2y + 3z = (−→x ,−→c )．】

iii)
29

27

⎛⎜⎝ 5

1

−1

⎞⎟⎠ =

⎛⎜⎜⎜⎜⎜⎝
145

27
29

27
−29

27

⎞⎟⎟⎟⎟⎟⎠ 【
(−→a ,−→b )

−→
b

(
−→
b ,
−→
b )

】

iv)

⎛⎜⎝ 0

0

0

⎞⎟⎠を除く，任意の 2個の組み合わせ【問 i) と同じ】

問 2 (60)．　

i) A =
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ii) φ(t) = t3 − 10 t2 + 31 t− 30

iii) 5, 3, 2

iv) 固有値 d1 = 5に対する規格化固有ベクトルは
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⎞⎟⎟⎟⎟⎟⎠ 【各列毎にいっせいに符号を逆にしても可，列入替等不可】


